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素晴らしい喜びの知らせ(ルカ2:1-14)
先日、レムナント核心に行くとき、浅草で多くの人が道路などにシートを敷いているのを見ました。昼間なのにどういうこうとなのかと思っていたら、夜のニュースで隅田川の花火大会があって、そのために見物客が昼間から席取りのために必死で頑張っていたというニュースを聞きました。ものすごい花火だったなとちょこちょこ見ながら思いました。暑い夏のこの時期、花火を見ながら何か固まっていたものが解けて吹っ飛んでいくような効果もあり、良い文化の一つだと思います。しかし、また別のところでは、世の中あまり喜ぶようなことがないので、人々はひと時でも喜ぶことを求めて探しているのだなということも感じました。そこには90万人くらいの人が集まってきていたのではないでしょうか。花火そのものは別に「ああだ、こうだ」と言うつもりはありません。でも、人々が求めているその喜びは、華やかに花を咲かせ夜空に、暗やみの中に消えていく花火のような喜びではないのだろうかと考えさせられました。私たちには、そのような瞬間的な、一時的な喜びでなく、永遠に変わらない喜び、消えない喜びというのは無いのでしょうか。今日の聖書を見ると、真っ暗な夜に羊の番をしていた羊飼いのところに、神の天使が現れて、このようにお知らせをしています。
1． イエスの誕生はすばらしい喜びの知らせ
「今、私はこの民全体のためのすばらしい喜びを知らせに来たのです。」10か月前、処女であったマリヤに「これからあなたは身ごもって子どもを生むよ」と預言されていたとおりに、時が満ちてマリヤが子どもを産みました。その子どもの名前は言われたとおりにイエスと名付けました。そのイエスが生まれた、イエスの誕生を天使が現れて、それは大きな素晴らしい喜びであると知らせている場面です。ここに一時的な喜びではない、人々が本当に心から求めている消えることのない真の喜びがあるのです。イエスがこの世に生まれるようになりました。イエスの誕生、それは素晴らしい花火をとおして一瞬、得られる喜びとは次元も質も全然違う、消えない素晴らしい大きな喜び、しかも民全体のための大きな喜びの知らせであると天使が知らせています。なぜ、イエスがこの世に生まれたことが、このような大きな喜びの知らせでしょうか。そのことを天使は細かくお知らせをしています。
1） 救い主、キリスト
　11節を見ると「あなたがたのために、救い主がお生まれになりました。この方こそ主キリストです」とあります。赤ん坊としてイエスが生まれるようになりましたが、それは他に子どもが生まれるのとは違い、イエスが生まれたのは赤ん坊ではありますが、イエスは救い主、イエスはキリストなので、そのキリストが生まれたということは素晴らしい大きな喜びだということです。イエスがこの世に来られました。そこに消えない本当の喜びがあります。その喜びが、みなさんの心にあり、みなさんのものになり、みなさんが一生その喜びを味わう方であることを確信していただきたいです。まずは、喜びは花火大会にあるものではなく、一瞬、お笑い番組などを見ながら笑うことにあるのではなく、また自分の好きなことが自由にできるから得られるなどというところに喜びがある者ではありません。イエスが誕生されました、そこに本当に素晴らしい大きな喜びがあります。なぜイエスが生まれたことが、そのように大きな喜びでしょうか。私の孫が生まれた。私の息子が、娘が生まれた。そこにはこのような喜びがありません。イエスが生まれたところ、イエスが誕生されたそこに、大きな素晴らしい喜びがあります。天使が知らせに来ました。その理由は、生まれたイエスが救い主であり、キリストであったからです。イエスは単なる赤ん坊ではありません。長い間、イエスラエルの民が、人類が待望していた私たちの救い主です。人が自分自身を造られた栄光の神を裏切って、その神様を離れるようになりました。そのときから、人々は悲しい滅びの運命に捕らわれて、自分の力ではどんなに努力しても抜け出すことができないまま、滅びていくしかありませんでした。私たちには自分の問題を解決することができません。神様を離れて悲しい運命に捕らわれて、自力では抜け出すことができないのです。神様がその私たちをそこから救い出すことを約束して、メシヤ、キリストを送ることになりました。そのキリストが来られるまでは、キリスト以外には救いの希望はありません。約束されたキリストがイエスなのです。そのキリストが生まれました。そのキリストがこの世に来られました。救いの祝福が始まるようになります。だから、イエスの誕生は大きな素晴らしい喜びなのです。
今、世界を見ると、本当に災いの時代だとしか言えない時代を生きています。発展している国でも、そうでない国でも形が違うだけであって、災いの時代を生きているのではないでしょうか。アメリカはアメリカなりに、金融危機などによって経済混乱や、ハリケーンなどの台風による様々な災害にあっています。日本も今見ているとおりです。ある国は戦争が何十年も続いて、何の悪いこともしていない小さい子どもたちが犠牲になってしまうことが日常茶飯事に行われている国もあります。また、アフリカなどの国はほとんどが飢饉によって飢え死にし、小さい子供の時からエイズなどの病気になって死んでいくという国も少なくありません。個人的にもいろいろな悩みを抱えて、時代が進んで行けばいくほど問題はさらにややこしくなり、複雑になっていく一方です。なぜでしょうか。それがテレビ番組、本などでコメントしているような理由でしょうか。それは人をお造りになりました創造の主である神様から私たち人間が離れて、神を裏切り、神様を失ってしまった結果です。ですから、どうしてもその問題を解決することができません。形はいろいろ違いますけれども悲しい滅びの運命に捕らわれて生きるしかありません。みなさんも今まで経験してきたのではないでしょうか。こうすれば良くなるだろうか。あれがあれば少し楽になるだろうか。こうすれば幸せになるか。これもやって、あっちにも行って、触ってみたり、いろいろなことをやってきたのではないでしょうか。でも、人にも物にも、どこに行って希望は、救いはありません。どうしても、どうすることもできない私たちに、神の救い、神の愛が届くようになりました。それが、イエスが来られたということです。イエスがお生まれになりました。このイエスが救い主でありキリストです。これをやっても、あれをやっても仕方がない、私の人生に光が見えてきて、その人生が救われる祝福の主人公がイエスなのです。イエスは救い主でありキリストです。イエスは神様が私たち罪人である人をどれほど愛していらっしゃるのか、そして、神様は無条件どれほど私たちを救おうとしている救いの神様なのか、それが明らかにされるキリストです。キリストであるイエスが生まれたので、天使がそれをお知らせしながら、これは今まで聞いたことがない、これからもこれには類のない素晴らしい最高の喜びなのだと教えていました。だから、赤ちゃんとして生まれたイエスが救い主キリストなので、誰でもこのキリストによってイエスを信じると、滅びの悲しい運命から永遠に解放されいのち与えられ、そして、希望を持つようになります。希望にあふれる人生になるのです。その鍵となる救い主キリストがお生まれになりました。聖書にはいつもそのようなパフォーマンス的なものがありますが、真っ暗な夜に天使が現れたのは、まるで今の時代が真っ暗に捕らわれているようなときであるということでしょう。そこから抜け出す誓いであるキリストが来られました。イエスはキリストです。イエスは救い主です。主、キリストです。どんなに悲しいことがあれ、またどんなに辛いことがあって、またあきらめようという問題を抱えていても喜んでください。イエスがお生まれになって、イエスがそこに来られました。他に喜ぶようなことがまったく見当たらなくても構いません。ここに本物の喜びがあるのです。今までどこに喜びを求めていたのでしょうか。ここに喜びがあります。イエスが誕生されました。イエスが約束どおりにこの地に来られました。キリストであるイエスが来られたのです。
2） 神に栄光が

　それで、天使はこのイエスの誕生が「いと高き所に、栄光が、神にあるように」つまり神様には栄光がありますように、これが神様の最高の栄光です。神様の栄光はこの全世界を創られた創造の神のみわざからも見られるものです。でも、それよりさらに大きな栄光が現される秘密は、罪人である私たちが救われること、そこに神の最高の栄光が現れる、それが実現されるようになったということです。イエスが来られた時に。それで最高の喜びの知らせなのです。「いと高き所に、栄光が、神にあるように」イエスが誕生されました、それは天において神様において最高の栄光です。イエスがキリストであるので。

３）人に平和が

　それから、そのイエスが誕生されたのは、地において神の御心にかなう者に平和がありますようにということです。私たち人間にとってそれは真の平和、真の平安になるのです。どこに行っても安らぎや平安がありません。疲れて重荷を背負って人生を歩くしかない私たちにとって、そこは平和で平安です。なぜでしょうか。赤ちゃんとして生まれたイエスさまはキリストなので。イエスは救い主なので、私たちには真の平安と平和、真の安らぎが与えられるようになる祝福です。みなさんが「弾丸トラベラー」とか「イッテQ」とかで、どんなに素晴らしいところに行ってきてもそこに真の平和、真の平安は見つけることはできません。どの大学に入っても、どの人と結婚してもそこに私たちに必要な真の平安、本当に不安とのろいとすべての滅びが全部消されてしまう平安は見つけることはできません。イエスにその平安があるのです。イエスはキリストだから。ですから、地においては私たち人によって真の平和がありますので、素晴らしい一番大きな喜びであるのです。赤ちゃんが生まれた、単にそういうことではありません。これは歴史の頂点であり、歴史のすべてがひっくり返されるような出来事なのです。イエスの誕生、イエスが来られた最高の喜びです。神には栄光がありますように。私たちには平和がありますように。救い主キリストが来られました。イエスはキリストです。ここに真の喜びがあることをぜひ覚えていただきたいと思います。神様は私たち人を愛し、人を救う救い主です。
２．人の条件と関係ない喜び
しかし、このように、これこそ本当の喜びの知らせなのだということを覚えているときに、一つ疑問が浮かび上がります。「もし本当にイエスがそれほど偉大なるキリスト、偉大なる方であれば、そのイエスが来られるときにものすごいことになるはずだ」というのが普通の常識でしょう。たとえば日本の場合は、六本木ビルの方に来られるかもしれません。それから、この喜びの知らせ、キリストが来られたという知らせが一番先に、総理大臣の方にとか、あるいはソニーの会長さんの方にそのお知らせが行くというのが、私たちの普通の筋書きではそのようになるはずです。でも、そのようなイエスの誕生が素晴らしい喜びの知らせと言えるほどイエスが偉大なる方であれば、イエスが本当にキリストであれば、なぜ、そのイエスがいるところがなくて飼葉おけの上に寝かされるように、そこで生まれるようになったのでしょうか。イエスがキリストであり、本当に素晴らしい大きな喜び、救い主キリスト、それが間違いなければ、イエスがどこに来られるのが正しいのでしょうか。
１）植民地に

　そのイエスが生まれた場所がどこなのかというと、今、ここのベツレヘムというのはイスラエルです。イスラエルに生まれましたが、イスラエルは当時、ローマの植民地でした。自分の国の自由などまったくない悲しい国です。何の権限もない植民地にイエスが生まれるようになりました。
3） 飼葉おけに

しかも、その植民地の中でもイエスが実際に出産された当時、初めて住民登録しなさいと言われ義務となり、最初のローマの勅令だったのでみんなが自分の故郷に戻って来たでしょう。今のお盆やゴールデンウィークのような時期なのでホテルや民宿などの宿が満杯になって入るところがありません。どこか休まないといけないし、出産の時期になり、時が満ちていたので休むところを探していて、やっと入ることが許されたのが飼い葉おけのあるところだったのです。たぶん、馬や牛を保管している場所ではないかと思います。一番低いところ、どうしてもキリストとはかみ合わないようなところでイエスさまが生まれるようになりました。ちょっとクエスチョンマークではないでしょうか。
３）最初羊飼いに
それから、天使がこの素晴らしい喜びの知らせを知らせるときに、偉い人ではなく羊の群れを野宿で夜番をしている羊飼いに現れました。当時、一番下っ端の仕事というと羊飼いでした。しかも羊飼いの中で昼ではなく、夜番を頼まれてやる人は、その中でも一番下っ端と見てよいのではないでしょうか。そのように、一番下っ端の羊飼いをしている人々に、一番、最初にこのイエスの誕生の知らせを天使が知らせるようになりました。これはどういうことでしょうか。
2． 神様の愛の中で
　神様の愛、イエスによる救いの素晴らしい喜びの知らせというものは、この世の華やかさなどとは関係ないということです。そして。世の人々の身分や人の在り方、人のどうのこうのなどとまったく無関係であるということを意味します。それが神様の愛と、神の救いの喜びです。いつも汚いところ、一番身分が低い者の方が有利だという意味ではありません。なぜ最初のお知らせが羊飼いであり、またイエスさまが飼葉おけに寝かされるようになったのかというと、そちらの方が良いからではありません。私たち人間の条件と神の愛と神の救いの喜びとはまったく関係ないということを意味し、それを知らせるためです。そして、イエスさまが大きくなって、地上で公に働きをなさっているときにも、パリサイ人や偉い人にはいつもそのような文句を言われていました。「なぜイエスは身分の低い者ばかり、社会的に疎外されている者ばかり、また文句を言われるような人ばかりと交わっているのか。あれでキリストと言えるのか」と言っていました。イエスさまもある意味、わざわざそんな人と交わりを持っていらっしゃいました。そのように汚い仕事、悪いことをたくさんしている身分の低い者が良いからではありません。人間の条件、人間のどうのこうの。そして、この世の華やかさなどと神の救いと神の愛とはまったくつながりがないという意味です。ぜひ、覚えていただきたいと思います。
明日また、アイリンが日本の会社に就職するために4回目の面接のために来ることになっています。飛行機代だけでも結構かかりました。適当に１、２回でよいと思うのですが、日本では4回が普通なようです。ある放送局などでは8回も面接をしたりするようです。なぜ、それほどまで厳しく細かく面接などをするのでしょうか。その人をきちんと調べて把握してうちの会社にふさわしい者なのかどうか、どれほどの能力をもっているのか、他の人とどこがどう違って、どんな才能などを持っているのかを判断して、会社側で必要な者を持っている者、有利な人を選ぶために面接などをするでしょう。それが世の中のルールです。世の中ではそのような才能がある人、他の人より偉い人、優れた何かを持っている人の方が有利という話が通じるところです。残念なのはクリスチャンの私たちも神の前で同じ感覚でいて、神様の愛と救いの喜びを思いきり味わうことができないというのは悲しいことです。そのような面接をとおして、できれば他の人より才能のある人を、他の人より成績の良い人を選ぼうとすることは別に悪いことではありません。でも、神の前ではそのようなことは通じないということです。神様の愛と神の救いにはそういうことがありません。つまり、神様には面接がありません。神様が私たちに神の救いを与えようとして、私たちを面接するようなことはありません。飼葉おけでイエスさまが生まれ、そして、夜番をしている羊飼いに最初の喜びの知らせが知らされたということは、そのような意味を持ちます。だいたい、そのようなことで私たちは他の人と自分を比較し、それによって優越感を持つか、あるいは劣等感に捕らわれるかになるでしょう。そして、できればそのような部分でどうすればより備えられて補ってより丈夫な者になれるかということを努力します。それが悪いとは言いません。でも、神様の前で、神の愛と神の救いのために、そのように自分を備えて努力をしていくということはとんでもない話です。そのような人間の努力とはまったく無関係です。世の中で一番通用している考え方は因果応報です。「こうなったので、こうあるからこうなったでしょう。だからこれをこうしなくては」という考えです。でも、神様の前でも「こうしなくては、こうあるから神の救いが神の愛が」と勘違いする場合が多くあります。今日、このメッセージを聞きながら全部捨ててください。神の愛、神の救いの祝福は人間の条件とまったく無関係です。つまり、神様には神の愛と神の救いの祝福のための面接は存在しません。私たちのああだ、こうだとは関係ないのです。神様が無条件、神の恵みによって与えられるようになるのです。多くのレムナントや信者の方々も、自分自身を見ながら人と比べて欠けている様々なことによって、自分で自分をあきらめて自滅する場合があります。逆にそのような部分で他の人より有利な条件を持っている人は、時折、他の人を見下して高慢になりやすいです。会社にはそれが通じるかもしれません。大学に入るときはそれが通じるかもしれません。でも神の前では、神の愛と神の救いの大きな喜びの祝福にはまったく関係ありません。ですから、自分で自分を判断し評価して自滅することは絶対にあってはいけません。そうする必要はありません。神の愛と神の救い、大きな喜びの祝福は人間の条件とはまったく関係ない、言葉を変えますとどんなにだめな人間でも、どんなに才能のない、人から評価されない人間でも、神の愛と神の救いを味わって喜ぶことには全く関係ないということです。それは別の話です。勉強していくことは別次元の話であって「ああ、そうなのか。勉強などしなくてもいいね」ということではありません。レムナントの中でも、大人でも同じです。もしかして周りの人に、社会からあまり認められない、あまり評価されないという方がいらっしゃいますか。それでよいということではありません。評価されるように自分で努力していくというのは別次元の話であって、そのような人でもまったく関係なく神の愛と神の救いの祝福に預かることには関係ありません。一緒にしないでください。そこに一緒に当てはめようとしないでください。わかりやすく言うと、先生から認められない、学校から認められない、親にも認められないという人がいるかもしれません。理由がどうであれ、神にも認められないと一緒にそこに当てはめることがないようにしてください。神様はみなさんを受け入れます。神の愛と神の救いはそれとまったく関係ありません。それで、イエスを信じるようになりました。この礼拝の場に来るようになりました。みなさん一人一人はそういったすべてとまったく関係なく「私は神に愛され神の救いが私に与えられた」というゆるぎない確信をぜひ、持ってください。なぜでしょうか。神の愛と神の救いは自分の人間的な条件とまったく関係ありません。勝手に自分で神の愛と神の救いを会社が面接するかのように私のいろいろなことを見てあり、無いと自分の方で判断しているからです。今日の聖書を見て、ぜひ、その因果応報的な考え方を全部捨ててください。何の条件もありません。それを示すためにわざわざ飼葉おけの上に生まれ、夜番をしている羊飼いに、一番、最初にこのビックニュースを知らせるようになりました。そうならば、私は神に愛されている者です。神様は私のことを愛して救ってくださったのです。これにはどんな理由があっても譲ってはいけません。確信してください。
１）新しい自分発見
この約束を握って、これからみなさんは他の人と比べたときにいろいろな違いはありますがそれにこだわらないで神の愛の中から新しく始めていただきたいと思います。まず、そのためには確信を持たないといけません。神の愛の中から新しい自分自身を発見するようにしましょう。今週、1週間この答えの祝福を味わうようにしましょう。神の愛の中から私は神に愛されている者、救われた者、神の子どもであり、すべてののろい、罪から解放されている者であり、最高に尊い存在だと新しい自分自身を発見するようにしてください。自分の今の条件などはまったく構わない、神の愛の中から新しい自分を発見していきましょう。
２）引っかかるものを取り除き
　特に、それを発見して自分が神から与えられている救いの祝福を存分に喜ぶことを何が邪魔しているのか、自分なりに見つけ出してください。それが何なのかチェックして取り除いていきましょう。それらは実は存在しません。私たちがこの世の流れ、世の考え方、古きいろいろな考え方に惑わされているだけです。そうではありません。もし、そうであったら、私たちが考えているようであったらイエス・キリストは六本木の一番、最上階で生まれたのではないでしょうか。でも、そうではありません。イエスが飼葉おけに寝かされていたということを忘れないでください。一番、最初に夜番をしている羊飼いにこのグッドニュース、ビッグニュースが知らされたということを忘れないでください。私には確かに弱い部分があるかもしれません。他の人と比べると才能もないかもしれません。また悪ふざけなどをしていて親から認められていない、学校からも認められていない、社会からも認められない、そんな弱い者かもしれません。でも、それは別の話であって、それと神に愛され、神の救いの祝福を味わうということとはまったく関係ないので確信を持ってください。「私は神様の子どもなのだ。私は神に愛されている者なのだ。こう見えても、神に愛され神の救いが届いている者なのだ。私は救われた者なのだ」これを毎日、自分自身に言い聞かせてください。
３）存分に救いを喜ぼう
それでポイントはこれです。なぜ、そこまで私たちをきちんと保っていかないといけないのでしょうか。それは本当にそうであれば、いろいろなことがあるでしょうが思いきり存分にこの救いの祝福を喜ぶように、この救いの祝福を本当に無条件喜ぶように。その喜ぶ方法の一つが、みなさんが24時間そうしないといけないでしょうが、時間を決めてお祈りの中からこれを喜ぶことです。救いの祝福が何なのかあまり興味ないレムナント、興味ない方々もぜひ、興味を持ってください。それがあなたのものなのです。「へえ、私なんか」と思うかもしれません。本当に牧師が見ていてもそう思って当然な悪ふざけの人のように見えます。それにもかかわらず、神の愛と神の救いはそれと関係ありません。神の愛と神の救いがみなさんを食い尽くしてしまいました。私にはその神の愛と神の救いに預かるような良いところがまったくないのに、神に捕らわれて食い尽くされるようになったのです。疑わないように。私は救われた者です。救いの祝福が私のものです。その救いの祝福に興味を持ってください。そのポイントが、神がともにおられるということです。だれにも認められなくても結構です。神が認めてくださいました。だから、神がともにおられます。ともにおられる神様、聖霊を通してともにおられるイエスさまを存分に喜ぶようにしてください。何ものにも引っかからないで存分に喜ぶようにしてください。それが神様の救いというものです。
結論
今週、1週間「私はもうだめだ」と思うみなさんは、より勇気を出して、自分自身をあきらめることもしないで、また偉い振りもしないで神様の愛を存分に喜んでマーチングしていただきたいと思います。それから、人間的に考えたとき、他の人と比べて自分は少し偉いなと思う方々、ミスしないように勘違いしないように、逆にその中からそういったもので勘違いしないようにと緊張しながらイエスだけが自慢になるように、そのような1週間を送っていただきたいと思います。神様は今週、1週間、レムナント教会の一人一人兄弟姉妹がこの約束を握ることを望んでおられます。世の中ではいろいろなルールがあります。そういったすべてが全部崩れて、神様は恵みによって人間の条件とまったく関係なく神の愛と神の救いを与えられました。この約束を握ってください。みなさんがこの救いの祝福を喜ぶことのできる資格ある神の子どもであることを存分に味わって、みなさんの心の中から喜びあふれる者になっていただきたいと願います。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。イエスがこの世に生まれたそれが最高の喜びであり、そして、神の救いであることを今日も教えられてありがとうございます。イエスはキリストであります。どうかそのキリストによる神の愛と神の救いが人間の条件とまったく関係ない約束を握って、今週一週間も救いの祝福を心から邪魔されないで喜ぶ兄弟姉妹となるようにこの1週間も導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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